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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
本論文では，入力としてグラフが与えられたとき，ある目的関数値を最適にするように
グラフを分割する問題，および辺や頂点を被覆する頂点集合を探索する問題について取
り扱っている．具体的には，(1) 最小ブロック転送問題 (MBT)，(2) 最大 k パス頂点被
覆問題 (MaxPkVC)，(3) k パス頂点被覆遷移問題 (k-PVCR)，(4) 最小 (最大) (パス長)
重み付きパス被覆問題 (MinPC (MaxPC)) の 4 つのグラフ最適化問題を対象に，計算
困難性，近似容易性，近似困難性，近似不可能性などの計算困難性を証明し，また多項
式時間アルゴリズムの設計を行っている． 
第２章では MBT を議論している．V を頂点集合，A を有向辺集合とし，G=(V,A)を
単純有向非巡回グラフ (DAG)とする．DAG とブロック容量 B が与えられたとき，(1) 
分割の要素 (ブロックと呼ぶ) は頂点を高々B 個含み，(2) DAG の根から葉へ向かう有
向道における外部有向辺の最大数を最小化することを目的とする．ここで外部有向辺と






 第３章では MaxPkVC を議論している．V と E をそれぞれ頂点集合と辺集合とし，
単純無向グラフ G=(V,E)を考える．長さ k – 1 のパスを k パスと呼ぶ．ある k パス Pk
上の頂点 v が頂点部分集合 S に含まれるとき，S もしくは v は Pk を被覆する (カバー
する) という．グラフ G と整数 s が与えられ，MaxPkVC の目的は，カバーする k パス










ラフ，帯域幅制限グラフ，弦グラフ，2 部グラフとしても k-PVCR が計算困難（PSPACE
完全）となることを示している．一方で，木グラフ，パスグラフとサイクルグラフに限
定した場合の k-PVCR に対する多項式時間アルゴリズムを与えている． 





学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
提出論文で扱っているグラフ分割問題およびグラフ被覆問題は，アルゴリズム論，オ
ペレーションズリサーチ，計算量理論の研究分野において多くの研究が行われてきたグ
ラフ最適化問題を一般化した問題という意味で重要な問題である．この重要なグラフ最
適化問題の計算容易性／困難性，近似容易性／困難性／不可能性，固定パラメータ容易
性を詳細に調べており，従来結果を改善した結果も複数示していることが確認できた．
また，本論文について最終試験を行った結果，満足な回答が得られた． 
 以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
